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　建設機械部品・自動車部品の金属プレス製品製造加工を主業と

する株式会社栄和産業の伊藤正貴社長を綾瀬市吉岡東の本社工

場に訪ねました。

　同社は昭和４９年１１月に伊藤社長の実父である伊藤正士氏（平

成２９年３月に会長職をご勇退）が横浜市戸塚区で創業。昭和５６

年１０月に本社を綾瀬市深谷に移し、現在では綾瀬市吉岡東の本

社工場をはじめ市内に７工場と静岡県内に２工場を保有してい

る。近年の受注構成は建設機械関連部品７０％、自動車関連部品３

０％であり、ショベルカーのエンジンフードや大型バスのパネルフ

ロントルーフなどを中心に二千種余りのパーツを手掛けるなど取

扱製品は幅広い。

　一般的にプレス加工には「張出し成形」や「伸びフランジ成形」・

「曲げ成形」など様々な工法があるが、プレス加工の中でもっとも

難しいとされるのが「絞り加工」である。一枚の金属の薄板から円

筒・角筒・円すいなどさまざまな形状の底付容器を作る加工法であ

るが、金型・機械・加工条件と加工技術などのバランスがうまくか

み合ってこそ、しわやひずみ・割れのない絞り加工が出来上がる。

また、その深さが深くなればなるほど製造難易度は増すことにな

るが、熟練した社員のハンドワーク（板金技術）によって、難しい深

絞り加工にも柔軟に対応できる。こうした高度な技術力と納期厳

守の徹底が取引先からの信頼と様々な関連部品の受注に繋がっ

ていると伊藤社長は語る。

　小学生時代から自社工場に出入りすることが多かった伊藤社長

が同社に入社した時代は折しもバブル経済の真っただ中、猫の手

も借りたいくらい忙しい時期であった。入社当時は朝から翌朝近く

まで働くことが多く、家には風呂に入りに帰るといった日々が続い

た。一時は休みなく働くことに高揚感さえ感じる“ランナーズハイ”

の感覚も味わったそうだ。

　その後、日本経済は一変して長期的な景気低迷時代を迎える。

さらに世界を揺るがしたリーマンショックは同社の存亡の危機と

なるような状況だったが、何とか経営危機を乗り越えることがで

きた。その時の厳しい状況は今でも忘れられないと伊藤社長は当

時を振り返る。

株式会社栄和産業
51地域企業紹介 その





What is “Incubation” ?
企業をサポートし隊シリーズ 



※平成30年1月以降

The HINT

チェック


